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１．研究計画の概要 
 独自に開発した汎用性の高い「縮環型立体
保護基（Rind 基）」の導入により、ケイ素－
ケイ素二重結合などの第３周期以降の重い
典型元素の不飽和結合などを構成単位とす
る新奇な共役電子系物質群を構築し、それら
の物性・機能評価を通して、将来のエレクト
ロニクス・フォトニクス分野で中心的役割を
果たす「機能性有機元素化合物」の化学を開
拓・発展させることを目的としている。「高
周期元素－ポリパラフェニレンビニレン
(PPV)」や「高周期元素－ポリアセチレン」
などの学術的にも価値の高い物質を創り出
し、機能性物質開発の新しい研究戦略・研究
指針を提供して、物質科学研究を先導する。 
 
２．研究の進捗状況 
(1)縮環型立体保護基（Rind 基）」の開発 
 Rind 基の特長は、簡便な合成法で多様な構
造修飾が可能であり、かさ高さの調節や溶解
性・結晶性の制御が容易に行えることである。
五員環と六員環が縮環したヒドロインダセ
ン骨格のベンジル位に種々のアルキル基や
アリール基が置換した一連の Rind 基を開発
した。 
(2)「高周期元素－PPV」の構築と機能開発 
 Rind 基の優れた立体保護効果と構造規制
効果により、ジシレンやホスファシレンを構
成単位とする高度に共役が発達した新奇な
パイ共役電子系物質群を開発した。これらは
固体状態では空気中で数ヶ月から１年以上
安定であり、共平面性に優れたパイ電子系骨
格に由来して室温で発光挙動を示すなど、従
来の化学的常識の枠を超える安定性と特異
な光物性・電子物性を備えている。官能基の
導入による電子構造のファインチューニン

グ、多環芳香環の導入によるパイ電子系の拡
張にも成功している。 
(3)新奇な有機元素化合物の開発 
①初めてのケイ素アヌレン化合物である「テ
トラシラシクロブタジエン」の合成に成功し、
不飽和ケイ素が環状に配列した特異な分子
構造と電子状態について実験化学と理論化
学の両面から明らかにした。 
②ジボラン(4)ジアニオンの二電子酸化によ
り「二重水素架橋ジボラン(4)」を合成した。
極端に短いホウ素－ホウ素結合を有してお
り、２つの架橋水素を介した三重の結合性相
互作用が存在することを解明した。 
(4)新奇な有機金属化合物、遷移金属錯体の
構築と機能開発 
①Rind 基の有機金属化学への展開として、有
機合成化学上極めて有用な有機銅化合物の
開発を行った。Rind 基のかさ高さに応じて、
有機クプラートのモノマーとダイマーを選
択的に合成・単離することに成功し、分子構
造を決定した。 
②Rind 基にヘテロ元素を導入してかさ高い
単座配位子を開発し、種々の遷移金属錯体分
子を創出した。特に、直線型二配位構造を有
する鉄二価錯体では、物理学的手法を用いて
特異な磁気物性の解明を進めている。 
(5)二官能性立体保護基への展開 
 パラフェニレン型ジチオールを合成した。
また、モノチオベンゾキノンの合成に成功し、
特異な電子構造の解析を進めている。 
 
３．現在までの達成度 
①当初の計画以上に進展している。 
（理由）現時点で得られている研究成果から
Rind 基の学術的価値は極めて高く、機能性物
質科学の新分野の開拓に貢献するだけでな



く、幅広い化学分野、そして、物理分野にま
でその波及効果はすでに現れている。「多様
な元素を活用した機能性物質への展開」を指
向した最先端の物質科学研究が質・量・スピ
ードともに予想を超えて進展しており、当初
の研究目的の達成度は極めて高いといえる。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 パイ共役系ジシレン化合物を中心に「機能
性有機元素化合物」の化学を研究期間内にさ
らに開拓・発展させる。第３世代 Rind 基を
用いて、高次オリゴマーやポリマーを構築す
る。有機電子デバイスへの応用・機能評価を
本格化する。機能性物質科学の新しいサイエ
ンスをつくる。 
 
５．代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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